
 
 
 
 
 
 今年1月に熊本市コンプライアン

ス担当監から、熊本市のコンプライ

アンス委員長（高田副市長）に提出

された「熊本市コンプライアンスの

推進に関する意見書」で、「市議会議

員がその地位による影響力を不正に

行使され、行政執行を妨げられるこ

とがあった」との指摘がありました。 
 加えて、同じく今年 3月、市長・

市議会議長宛に、「熊本市議会議員に

よるパワーハラスメントについて」

という陳情が提出され、食肉センタ

ー廃止に伴う畜産流通センター利活 
 
 
 食肉センター問題での調印式が暴

言によって不成立になったことや、

その後明らかになった農業関係の工

事が北口議員の了解が得られなかっ

たために着工が見送られていた問題

などは、いずれも議員の暴言・圧力 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
用に係る調印式が、参加した北口和

皇議員の暴言によって不成立になっ

たこと、傍若無人ともいえる北口議

員の言動が告発されました。 
 これらのことから、市議会は、6
月議会で、議員提案により「政治倫

理条例」が改正されました。改正内

容は、「議員及び市長が守るべき政

治倫理の基準」に「市の職員の公正

な職務執行を妨げ、又は市の職員の

権限若しくは地位による影響力を

不正に行使するよう働きかけをし

ないこと」の一文が加えられました。 
 
 
のために、当然行われるべき市の業

務が未執行となっています。 
 いずれ事案でも北口議員の行為は、

明確に「熊本市政治倫理条例」の「守

るべき政治倫理の基準」に抵触して

います。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 7 月 24 日に「熊本市民連」と「清潔な政治を願う女性たちの会」主催に

より「政治倫理を考える市民のつどい」が開かれました。集いでは、熊本市

政治倫理条例の起草者で元熊本市政治倫理審査会会長の竹内重年弁護士が

「政治倫理条例の意義と役割」と題し講演された後、参加者の発言があり

ました。不当な圧力をかける北口議員の実態が明らかになりました。 

北口和皇議員の暴言・パワハラ、問われる議員の「政治倫理」 

「公正な職務執行を妨げる議員の働きかけの禁止」を明記 

 

熊本市政治倫理条例を改正 
「市民の集い」でも、職務執行をゆがめる北口議員の実態が次々に 
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戦
後
七
十
年
の
節
目
と
な
っ
た
今
年
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た

「
原
爆
死
没
者
追
悼
慰
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は
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し
て
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毎
年
参
加
し
て
思
う
こ
と
は
、年
々
被
爆
者
の
方
々
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高
齢
化
さ

れ
て
い
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い
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今
、
国
会
で
審
議
中
の
戦
争
法
案
は
、
戦
争
へ
の
道
、
再
び
被
爆

者
を
生
み
だ
す
道
を
開
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も
の
で
す
。
核
も
戦
争
も
な
い
、
平
和
な

社
会
を
つ
く
る
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に
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今
こ
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違
い
を
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え
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戦
争
法

案
廃
案
」
の
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点
で
の
協
力
共
同
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

北口和皇議員の暴言や圧力は、明らかに「政治倫理条例」に抵触 

（医療関係者） 

高齢者住宅を建設した際、北口議員が境界立会いに

応じず、建築許可が遅れ、工事が8 カ月も延長とな

った。建設後も施設に押しかけてきて、入居者・職

員の前で暴言を吐くなどの嫌がらせがあった。 

（元市職員） 

 誤ったことはしていな

いのに、上司の指示で議員

宅へ行かされ、正座で無理

やり謝罪をさせられた。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日本共産党 市議会だより 2015 年 8月 2 日号 

 ７月２２日、産文会館解体・花畑

広場整備の支出返還を求める住民

訴訟の報告会と「歴史的建築を活

かした街づくり」についての学習

会が行われました。 

 当日は、原告や弁護団からの報告が

あったほか、鹿児島大学の鯵坂徹教授

から、建築分野からみた人が集う街づ

くりのあり方について講演がありま

した。 

８月５日（水）午前１１時～ 

熊本地方裁判所 

◆裁判所門前集会◆  午前 10 時 30 分～ 

 市長に対して、産文会館の解体と花畑広場整備の支出返還を

求める住民訴訟が下記日程で行われます。産文の存在が、市

街地の賑わい創出にマイナスになるとの市の言い分がいかに

通用しないのか、識者による陳述書の提出や原告による意見

陳述を行う予定です。ぜひ傍聴にご参加ください。 

講演を行った鯵坂徹教授は、

ヨーロッパ等、歴史的建造物を

活かし、街なみの景観を保全す

る中で、魅力ある街づくりを進

めている事例を紹介。多様性

（多様な店、古い店・新しい

店）、連続性（多様な店が連続

的につながっているまち）、密

度が濃いことが、人の集うまち

づくりの大切なポイントであ

ると指摘しました。 

「５０年後、１００年後の街並

みをどうするのか？」ヨーロッパ

などでは、長期的な視点にたち歴

史的建造物そのものを保存し、景

観を保全するための様々な規制

を設けています。また、アメリカ

では市民自身が保全すべき建築

物をランドマークとして指定し、

利活用しながら後世に残す取り

組みが進められていることも紹

介されました。 
 

 鯵坂教授は、自らが活動し

ているモダニズム建築物の

保存活動にも触れながら、花

畑別館や森都総合病院（設

計：山田守）など、保全する

べき価値がある建築物と指

摘。歴史的建造物の価値を

見直し、まちづくりに活か

していくことの重要性を指

摘しました。 

●花畑別館については保存すべき。 ●産業文化会館などは、ヨ

ーロッパ等のまちづくりの視点で見るのならば、ランドマークと

なりえる建物ではなかったのか？ ●古い街並みを活かした街づ

くりを熊本市で進めていくべき。 


